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(57)【要約】
【課題】太物電線を含んだ電線群の止水処理を少ない工
数で確実に行える。
【解決手段】自動車に配索される電線群の止水処理方法
であって、各１本の電線を挿入する上面開口のＵ溝を並
設した巻付用の治具を設け、該治具の上面に防水用ゴム
シートの半側部を配置した後に、該防水用ゴムシートの
上方から前記各Ｕ溝内に電線を防水用ゴムシートと共に
押し込み、ついで、該防水用ゴムシートの他半側部を前
記治具の上面に折り返して重ねて、前記各電線の外周面
を前記防水用ゴムシートにより隙間なく密着させて被覆
している。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車に配索される電線群の止水処理方法であって、
　各１本の電線を挿入する上面開口のＵ溝を並設した巻付用の治具を設け、該治具の上面
に防水用ゴムシートの半側部を配置した後に、該防水用ゴムシートの上方から前記各Ｕ溝
内に電線を防水用ゴムシートと共に押し込み、ついで、該防水用ゴムシートの他半側部を
前記治具の上面に折り返して重ねて、前記各電線の外周面を前記防水用ゴムシートにより
隙間なく密着させて被覆していることを特徴とする電線群の止水処理方法。
【請求項２】
　前記各電線を並列状態で前記防水用ゴムシートで連続的に被覆した状態から、円形に丸
め、該丸めた状態で弾性部材からなるグロメットの筒部内に挿通している請求項１に記載
の電線群の止水処理方法。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の方法で止水処理された電線群。
【請求項４】
　請求項１に記載の巻付用治具であって、
　前記上面開口のＵ溝を並設した巻付部と、該巻付部の上端の長さ方向の一端に開閉自在
にヒンジ結合した蓋部を備え、
　前記蓋部を開き、該蓋部と前記巻付部の上面を水平方向に連続させた状態で、前記防水
用ゴムシートの半側部を前記巻付部の上面に配置し、他半側部を前記蓋部の上面に配置し
、この状態で、前記した電線の押し込みを行い、電線押し込み後に前記蓋部を巻付部の上
面へと回転させて前記他半側部の防水用ゴムシートを重ねるものとしている巻付用治具。
【請求項５】
　前記巻付部を着脱自在に収容する上面開口の収容部と、該収容部の側壁上端から前記蓋
部を突設すると共に、対向位置に側壁上端から蓋受部を突設させたベース部材を備えてい
る請求項４に記載の巻付用治具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電線群の止水処理方法、該止水処理方法で止水処理された電線群および該止水
処理方法に用いられる巻付用治具に関し、詳しくは、太物電線を含んだ電線群の止水処理
を少ない工数で確実に行えるものである。
【背景技術】
【０００２】
　自動車用のワイヤハーネスは車体のさまざまな箇所に配索されているが、配索箇所に浸
水が生じると種々の不具合が発生するため、ワイヤハーネスの配索にあたっては止水性に
十分配慮する必要がある。例えば、ワイヤハーネスを車体パネルに設けた貫通孔に貫通し
て配索する場合には、小径筒部と大径筒部を連通させたゴム製のグロメットにワイヤハー
ネスを挿通し、該グロメットを前記貫通孔に装着することにより貫通孔の止水を図ってい
る。
【０００３】
　しかし、前記グロメットの小径筒部内にワイヤハーネスを構成する電線群Ｗを集束状態
で挿通する場合、電線間や電線と小径筒部の内周面との間に隙間が生じ、これらの隙間か
ら水が浸入するおそれがある。そこで、本出願人は、図６（Ａ）～（Ｃ）に示すように、
止水用のクッション材１の片面接着面１ａ上に電線ｗを所要間隔で１本ずつ平行配置し、
クッション材１を寿司巻き状に巻いてグロメット２の小径筒部２ａに圧入する止水構造を
提案している［実開平３－１１２９８４号公報（特許文献１）参照］。
【０００４】
　一方、近年では太物電線を混在させた多回路仕様のワイヤハーネスが増加傾向にあり、
太物電線の場合、前記特許文献１のように、クッション材の上に１本ずつ平行配置して寿
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司巻き状に巻き付けても、電線間に隙間が生じてしまい十分な止水性能が得られないとい
う問題がある。そこで、図７に示すように、各太物電線ｗ１～ｗ６の外周面に防水用のゴ
ムシート４を順に巻き付ける止水構造が採用されているが、この構造では、太物電線ｗ１
～ｗ６の１本ずつにゴムシートを巻き付けていく必要があるため、工数が多く作業性が悪
いという問題がある。また、作業者のゴムシート４の巻き付け方によって止水性能にバラ
つきが生じるという問題もある。
【０００５】
【特許文献１】実開平３－１１２９８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は前記問題に鑑みてなされたものであり、太物電線を含んだ電線群の止水処理を
少ない工数で確実に行えることを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するため、第１の発明として、自動車に配索される電線群の止水処理方
法であって、
　各１本の電線を挿入する上面開口のＵ溝を並設した巻付用の治具を設け、該治具の上面
に防水用ゴムシートの半側部を配置した後に、該防水用ゴムシートの上方から前記各Ｕ溝
内に電線を防水用ゴムシートと共に押し込み、ついで、該防水用ゴムシートの他半側部を
前記治具の上面に折り返して重ねて、前記各電線の外周面を前記防水用ゴムシートにより
隙間なく密着させて被覆していることを特徴とする電線群の止水処理方法を提供している
。
【０００８】
　前記のように、各１本の電線を挿入するＵ溝を並設した巻付用治具を用い、該治具上面
に配置した防水用ゴムシートの半側部の上方から各電線を該防水用ゴムシートと共に前記
Ｕ溝に押し込んだ後、防水用ゴムシートの他半側部を治具上面に折り返す構成としている
。これにより、Ｕ溝に押し込まれずに治具上面に残っている防水用シートの半側部と、前
記折り返した防水用ゴムシートの他半側部とを平面状に密着させ、Ｕ溝に押し込まれた各
電線の外周面全体を防水用ゴムシートで隙間なく被覆することができる。したがって、電
線群に太物電線が含まれている場合であっても、電線間に隙間が生じることなく確実に止
水される。
【０００９】
　また、前記止水処理方法によれば、巻付用治具上面に配置した防水用ゴムシートと共に
各電線を前記Ｕ溝に押し込み、ついで防水用ゴムシートの他半側部を治具上面の防水用ゴ
ムシート半側部に折り返して重ねるだけの簡単な作業で止水処理をほぼ完了させることが
できるため、工数を低減させ作業性を大幅に向上させることができる。さらに、前記巻付
用治具を用いることで作業者による止水性能のバラつきも低減できるため、品質を安定さ
せることができる。
【００１０】
　前記各電線を並列状態で前記防水用ゴムシートで連続的に被覆した状態から、円形に丸
め、該丸めた状態で弾性部材からなるグロメットの筒部内に挿通していることが好ましい
。
【００１１】
　前記のように、各電線が前記防水用ゴムシートに連続的に被覆された被覆体を円形（ロ
ール状）に丸めることにより、各電線とその外周を被覆する防水用ゴムシートとの密着性
を高めることができ、丸めた状態でグロメットの筒部内に挿通することにより止水性能を
一層向上させることができる。
　前記被覆体を丸める際には、防水用ゴムシートと共に各電線が押し込まれて断面Ｕ字状
の凸部が並設された面を内周面とし、その裏面側の平滑面、即ち、折り返された防水用ゴ
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ムシートの他半側部により形成された面を外周面として、前記被覆体を丸めていくことが
好ましい。丸めた状態での外周面を平滑面としておくことにより、グロメットの筒部内に
ロール状の被覆体を挿通した際、該ロール状の被覆体とグロメットの筒部との間で及ぼし
合う圧力を均一にして、止水性能を高めることができる。
【００１２】
　前記止水処理方法で用いられる防水用ゴムシートとしては、ブチルゴムシートが特に好
ましく、巻付用治具の上面に配置したゴムシート上面には粘着層を設けていることが好ま
しい。
　また、グロメットの筒部に挿入される前記ロール状の被覆体は、その外周面を粘着テー
プでハーフラップ巻きしていることが好ましい。
【００１３】
　第２の発明として、前記止水処理方法で止水処理された電線群を提供している。
【００１４】
　前記止水処理方法で止水処理された電線群は、前記したように、Ｕ溝に押し込まれずに
治具上面に残された防水用シートの半側部と、前記折り返した防水用ゴムシートの他半側
部とが平面状に密着され、Ｕ溝に押し込まれた各電線の外周面全体が防水用ゴムシートで
隙間なく被覆された状態となるため、電線群に太物電線が含まれている場合であっても、
電線間に隙間が生じることなく確実に止水することができる。
【００１５】
　第３の発明として、前記止水処理方法に用いられる巻付用治具であって、
　前記上面開口のＵ溝を並設した巻付部と、該巻付部の上端の長さ方向の一端に開閉自在
にヒンジ結合した蓋部を備え、
　前記蓋部を開き、該蓋部と前記巻付部の上面を水平方向に連続させた状態で、前記防水
用ゴムシートの半側部を前記巻付部の上面に配置し、他半側部を前記蓋部の上面に配置し
、この状態で、前記した電線の押し込みを行い、電線押し込み後に前記蓋部を巻付部の上
面へと回転させて前記他半側部の防水用ゴムシートを重ねるものとしている巻付用治具を
提供している。
【００１６】
　前記のように、防水用ゴムシートの半側部を上面に配置するＵ溝を並設した巻付部と、
防水用ゴムシートの他半側部を上面に配置する蓋部とをヒンジ結合して開閉自在としてお
くことにより、防水用ゴムシートと共に各電線を前記巻付部のＵ溝に押し込んだ後、ヒン
ジ結合された前記蓋部を巻付部の上面側に回転させるだけで、防水用ゴムシートの他半側
部を半側部に容易に重ね合わせることができる。
【００１７】
　前記巻付部に並設するＵ溝は、止水処理する電線群を構成する各電線の線径に対応させ
た寸法とすることが好ましい。即ち、前記Ｕ溝は、防水性ゴムシートと共に電線を押し込
んだ際、該電線の外周面がＵ溝の上面開口から突出しない状態で防水用ゴムシートの他半
側部が重ねられるような寸法としておくことが好ましい。これにより、電線径に関わらず
、各電線の外周面を防水性ゴムシートで隙間なく被覆することが可能になる。
　また、前記各Ｕ溝に各電線を確実に押し込むために、電線と共に押し込まれた防水性ゴ
ムシートがＵ溝の下死点まで到達したことを検知するセンサーを各Ｕ溝の下死点に設けて
おくことが好ましい。
【００１８】
　前記巻付部を着脱自在に収容する上面開口の収容部と、該収容部の側壁上端から前記蓋
部を突設すると共に、対向位置に側壁上端から蓋受部を突設させたベース部材を備えてい
ることが好ましい。
【００１９】
　前記のように、巻付部を着脱自在に収容できる収容部を設けておくことにより、止水処
理する電線群の各電線径に合わせたＵ溝を備えた巻付部に取り替えるだけで、さまざまな
線径の電線からなる電線群の止水処理を、巻付用治具のベース部材は同一のままで行うこ
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とができる。
　また、蓋部が突設されている前記収容部の側壁と対向する側壁の上端に、該蓋部を受け
止める蓋受部を突設しておくことにより、前記蓋部が蓋受部に受け止められる位置まで蓋
部を回転させて閉鎖するだけで、該蓋部上面に配置された防水用ゴムシートの他半側部を
巻付部上面の半側部に確実に重ね合わせて密着させることができる。前記蓋受部には、蓋
部の閉鎖を検知するリミットスイッチを設けておくことが好ましい。
【発明の効果】
【００２０】
　前述したように、各１本の電線を挿入するＵ溝を並設した巻付用治具を用い、該治具上
面に配置した防水用ゴムシートの半側部の上方より各電線を前記防水用ゴムシートと共に
前記Ｕ溝に押し込み、ついで防水用ゴムシートの他半側部を治具上面に折り返す構成とす
ることにより、Ｕ溝に押し込まれずに治具上面に残されている防水用シートの半側部と、
前記折り返した防水用ゴムシートの他半側部とを治具上面で平面状に密着させ、Ｕ溝に押
し込まれた各電線の外周面全体を防水用ゴムシートで隙間なく被覆することができる。し
たがって、電線群に太物電線が含まれている場合であっても、前記止水処理方法で処理さ
れた電線群は電線間に隙間が生じることなく確実に止水される。
【００２１】
　また、前記止水処理方法によれば、巻付用治具上面に配置した防水用ゴムシートと共に
各電線を前記Ｕ溝に押し込み、ついで防水用ゴムシートの他半側部を治具上面の防水用ゴ
ムシート半側部に折り返して重ねるだけの簡単な作業で止水処理をほぼ完了させることが
できるため、工数を低減させ作業性を大幅に向上させることができる。さらに、前記巻付
用治具を用いることで作業者による止水性能のバラつきを低減でき、品質を安定させるこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。
　図１乃至図５に本実施形態を示す。
  実施形態では、車体パネルの貫通孔（図示せず）に装着するグロメット３０に挿通して
車体に配索する電線群Ｗの止水処理を、図１に示す巻付用治具１０を用いて行っている。
　巻付用治具１０は、着脱自在に収容される巻付部１１とベース部材１２とからなり、ベ
ース部材１２には前記巻付部１１を収容する上面開口の収容部１３を設けていると共に、
収容部１３の側壁１３ａの上端から蓋部１５を突設し、対向位置の側壁１３ｂの上端から
は、前記蓋部１５を閉鎖した際に蓋部１５を受け止める蓋受部１６を突設している。収容
部１３の側壁１３ａ上端と蓋部１５との間にヒンジ部１４を設け、蓋部１５を開閉自在に
結合している。
【００２３】
　図１（Ｂ）に示すように、巻付部１１には止水処理する電線群Ｗの電線ｗ１～ｗ５を１
本ずつ挿入するＵ溝１１ａ～１１ｅを並設している。各Ｕ溝１１ａ～１１ｅの寸法は、挿
入する電線ｗ１～ｗ５の線径にそれぞれ対応させた寸法とし、具体的には、巻付部１１の
上面に前もって配置した防水用ゴムシート２０ａの上方から各電線ｗ１～ｗ５を該防水用
ゴムシート２０ａと共にＵ溝１１ａ～１１ｅに押し込んだ際、各電線ｗ１～ｗ５の外周面
がＵ溝１１ａ～１１ｅの上面開口から突出せずに防水用ゴムシート２０ａと密着できる寸
法としている。なお、電線群Ｗには太物電線を含んでおり、本実施形態では電線群Wのう
ち、電線ｗ１～ｗ４が太物電線で、電線ｗ５は電線ｗ１～ｗ４より小径の電線としている
。
【００２４】
　さらに、巻付部１１のＵ溝１１ａ～１１ｅの下死点には、電線ｗ１～ｗ５と共に押し込
んだ防水性ゴムシート２０ａがＵ溝１１ａ～１１ｅの下死点にまで到達したことを検知す
るセンサー（図示せず）を設け、各センサーがＯＮになったときに点灯する表示部１７を
収容部１３の外面にそれぞれ設けている。
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　また、蓋受部１６の先端には、蓋部１５の閉鎖を検知するリミットスイッチ１８を設け
ている。
【００２５】
　以下、巻付用治具１０を用いた電線群Wの止水処理方法について説明する。
　まず、図２（Ａ）のように、巻付用治具１０の収容部１３に巻付部１１を収容すると共
に、蓋部１５を開いて蓋受部１６と巻付部１１と蓋部１５の上面を水平方向に連続させ、
この状態で、防水用ゴムシート２０の半側部２０ａを巻付部１１の上面に配置し、他半側
部２０ｂを蓋部１５の上面に配置する。この際、巻付部１１の上面に配置される防水用ゴ
ムシート２０の半側部２０ａは、後段の電線ｗ１～ｗ５の押し込みと共に蓋部１５方向に
たぐり寄せられるため、その余長分としてゴムシート２０ａを蓋受部１６上面まで延在さ
せている。また、本実施形態では、防水用ゴムシート２０としてブチルゴムシートを用い
、配置されたブチルゴムシートの上面に粘着層（図示せず）を設けている。
　配置した防水用ゴムシート２０の半側部２０ａの上方から、各電線ｗ１～ｗ５を防水用
ゴムシート２０ａと共にＵ溝１１ａ～１１ｅに押し込む。この際、各表示部１７の点灯に
より各電線ｗ１～ｗ５が防水用ゴムシート２０ａと共に確実に押し込まれたことが確認で
きる。
【００２６】
　電線ｗ１～ｗ５の押し込み後、図２（Ｂ）に示すように蓋部１５を閉鎖する。即ち、蓋
部１５を巻付部１１上面側に回転させて蓋受部１６に蓋部１５が受け止められ、蓋受部１
６のリミットスイッチ１８がＯＮになることによって、蓋部１５の閉鎖が確認できる。蓋
部１５の閉鎖によって、蓋部１５上面に配置された防水用ゴムシート２０の他半側部２０
ｂが巻付部１１上面に配置された防水用ゴムシート２０の半側部２０ａに重ねられ、密着
される。
　この後、蓋部１５を開き、電線ｗ１～ｗ５が並列状態で防水用ゴムシート２０に連続的
に被覆された被覆体２１を取り出す［図２（Ｃ）］。
【００２７】
　取り出した被覆体２１の凸部が並列した面２１ａを内周面とし、裏面側の平滑面２１ｂ
を外周面として、被覆体２１をロール状に丸め(図３)、その外周面に粘着テープ２２をハ
ーフラップで隙間なく巻き付ける（図４）。ついで、テープ巻きしたロール状の被覆体２
３を、グロメット３０の小径筒部３１に挿通して、電線群Wの止水処理が完了する（図５
）。
【００２８】
　前記のように、Ｕ溝１１ａ～１１ｅを並設した巻付部１１を収容した巻付用治具１０を
用い、巻付部１１上面に配置した防水用ゴムシート２０の半側部２０ａの上方から、各電
線ｗ１～ｗ５を防水用ゴムシート２０ａと共にＵ溝１１ａ～１１ｅに押し込んだ後、防水
用ゴムシート２０の他半側部２０ｂが上面に配置された蓋部１５を回転させて、該防水用
ゴムシート２０の他半側部２０ｂを巻付部１１上面に折り返す構成としている。これによ
り、Ｕ溝１１ａ～１１ｅに押し込まれずに巻付部１１上面に残っている防水用シート２０
の半側部と、折り返した他半側部２０ａとを平面状に密着させ、Ｕ溝１１ａ～１１ｅに押
し込まれた各電線ｗ１～ｗ５の外周面全体を防水用ゴムシート２０で隙間なく被覆するこ
とができる。したがって、電線群Ｗに太物電線ｗ１～ｗ４が含まれている場合であっても
、電線間に隙間が生じることなく確実に止水される。
【００２９】
　また、巻付部１１上面に配置した防水用ゴムシート２０ａと共に各電線ｗ１～ｗ５をＵ
溝１１ａ～１１ｅに押し込み、ついで蓋部１５上面に配置した防水用ゴムシート２０の他
半側部２０ｂを巻付部１１上面の半側部２０ａに折り返して重ねる簡単な作業で止水処理
をほぼ完了させることができるため、工数を低減させ作業性を大幅に向上させることがで
きる。さらに、巻付用治具１０を用いることで作業者による止水性能のバラつきも低減で
きるため、品質を安定させることができる。
【図面の簡単な説明】
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【００３０】
【図１】本実施形態で用いる巻付用治具を示し、（Ａ）は巻付用治具の概略断面図、（Ｂ
）は巻付用治具に収容する巻付部の概略斜視図である。
【図２】巻付用治具を用いて、各電線が並列状態で防水用ゴムシートに連続的に被覆され
た被覆体を形成するまでの工程を示し、（Ａ）は防水用ゴムシートと共に各電線をＵ溝に
押し込む工程の概略断面図、（Ｂ）は電線押し込み後、蓋部を閉鎖して防水用ゴムシート
の他半側部を半側部に密着させる工程の概略断面図、（Ｃ）は形成された被覆体の概略断
面図である。
【図３】被覆体をロール状に丸めた状態を示す概略断面図である。
【図４】ロール状に丸めた被覆体の外周面を粘着テープでハーフラップ巻きした状態を示
す概略斜視図である。
【図５】テープ巻きしたロール状の被覆体をグロメットの小径筒部に挿通した状態を示す
概略平面図である。
【図６】従来例を示す図である。
【図７】従来例を示す図である。
【符号の説明】
【００３１】
１０　巻付用治具
１１　巻付部
１２　ベース部材
１３　収容部
１４　ヒンジ部
１５　蓋部
１６　蓋受部
１７　表示部
１８　リミットスイッチ
２０　防水用ゴムシート
　２０ａ　半側部
　２０ｂ　他半側部
２１　被覆体
２２　粘着テープ
２３　ロール状の被覆体
３０　グロメット
３１　小径筒部
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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